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第１５回足利市農業委員会議事録 

 

足利市農業委員会会長 三田隆俊は、平成３０年８月２７日、午前９時３０分、農業委

員を足利市役所に召集し、第１５回足利市農業委員会を開催した。 

 

１ 出席した委員は、次のとおりである。 

議席

番号 
氏  名 

議席

番号 
氏  名 

議席

番号 
氏  名 

  １ 小山 勉   ２ 三田照子   ３ 三田隆俊 

  ４ 藤生正浩   ５ 森山進平   ６ 遠藤茂太 

  ７ 河内義昭   ８ 星野雅彦  ９ 長谷川良光 

１０ 亀田幸雄 １１ 仙田光男 １２ 桐生さとみ 

１３ 清水 茂 １４ 赤坂安一 １５ 本島一喜 

 

１ 出席した職員は、次のとおりである。 

   局長 森山好昭、次長 川田和之、主幹 足立 純、主任 若井武敏、主任 中野昂洋 

１ 書記は、次のとおりである。 

 主査 本田未央子 

１ 会議事件は、次のとおりである。 

   (議事日程のとおり) 

１ 会議の概要は次のとおりである。 

局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

報告いたします。ただいまの出席委員は１５名であります。 

本日の議事日程について報告いたします。 

日程第１ 議事録署名委員の決定について 

日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局長専 

決処理について 

日程第３ 議案第１号から議案第５号について 

議案第１号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

議案第３号 農用地利用集積計画の決定について 

議案第４号 農用地利用配分計画（案）に係る市長からの協議について 

議案第５号 足利農業振興地域整備計画の変更（案）に係る市長からの 

協議について 

以上であります。 

ただいま局長から報告のあったとおり、出席委員１５名で定足数に達して

おりますので、これより第１５回足利市農業委員会を開会いたします。 

【午前９時２８分 開会】 
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議長 

次長 

議長 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

主任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

議長 

 

 

 

 

主幹 

 

 

 

報告事項について、次長より報告をお願いします。 

【事業概要報告】 

次長から報告がありましたが、ご意見はございませんか。 

【意見なし】 

それでは日程に入ります。 

日程第１ 議事録署名委員の決定について議題といたします。 

議事録署名委員は、議長において指名することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、よって議事録署名委員は議長において指名いたします。 

８番 星野雅彦委員、９番 長谷川良光委員を指名いたします。 

ご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議事録署名委員は両名と決定いたしました。 

続いて日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局

長専決処理について、事務局からの報告を求めます。 

議案書の１ページをお開き下さい。 

農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局長専決処理につい

て、ご報告させていただきます。１ページの総括表に基づきましてご報告いた

します。 

まず始めに、農地法第４条の届出ですが、件数が１件、筆数が１筆、面積が

３７㎡となっております。 

続きまして、農地法第５条の届出ですが、件数が１９件、筆数が２５筆、面

積が１１，３５４㎡となっております。 

合計いたしまして、件数が２０件、筆数が２６筆、面積が１１，３９１㎡と

なっております。 

また、詳細につきましては、第４条の届出が２ページに、第５条の届出が３

ページから６ページに記載されております。 

以上報告いたします。 

ただいま、事務局から報告致しましたが、ご質問はございませんか。 

【質問なし】 

それでは、専決処理についてご了承願います。 

続いて日程第３に入ります。 

議案第１号 農地法第４条第１項の規定による許可申請についてを議題と

いたします。 

事務局の説明を求めます。 

議案書の７ページをお開き下さい。 

議案第１号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について、ご説明

いたします。 

１番、申請地は、山下町地内の田、面積１，３１９㎡です。 
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議長 

 

議長 

 

議長 

 

 

 

主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル２４０枚を３９４．１０

㎡に設置する予定です。 

申請理由は、規模縮小による農地の有効利用と売電のため太陽光発電設備

を設置したいで、農地区分は第２種農地、備考としまして、都市計画法適用外、

足利市再生エネルギー条例協議済、農地法４－２－２、他に代替する土地利有

無 無でございます。 

続きまして、議案書の１２１ページをご覧下さい。１番の調査書となってお

ります。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。 

また次ページに位置図と公図を載せていますのでご覧いただきたいと思い

ます。 

以上、よろしくご審議をお願いいたします。 

本件についての意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第１号はそのように決定いたしました。 

続いて、議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について

を議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

議案書の８ページをお開き下さい。 

議案第２号、農地法第５条第１項の規定による許可申請について、ご説明い

たします。 

１番、申請地は寺岡町地内の畑、面積９２２㎡ほか１筆、計１，４３１㎡で

す。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル２２４枚を３７４．０８

㎡に設置するものです。 

申請理由は、太陽光発電をするため申請地を譲り受け、太陽光発電設備を設

置したいで、契約内容は所有権移転売買、農地区分は第２種農地、備考としま

して、都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例協議済、農地法５－２－

２、他に代替する土地の有無 無です。 

続きまして、議案書の１２３ページとありますが１２４ページをご覧下さ

い。１番の調査書となっております。調査書は各項目とも適正なものと判断さ

れております。 

また、実情調査報告書が１２３ページ及び１２５ページから１２８ページ

に載せてありますのでご覧ください。 

議案書の８ページにお戻りください。 

続きまして２番、申請地は寺岡町地内の畑、面積４７９㎡ほか２筆、計 

１，４８７㎡です。 

施設の概要は、太陽光発電設備用地で太陽光パネル２８８枚を４８０．９６
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㎡に設置するものです。 

申請理由は、太陽光発電をするため申請地を譲り受け太陽光発電設備を設

置したいで、契約内容は所有権移転売買、農地区分は第２種農地、備考としま

して、都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例協議済、農地法５－２－

２、他に代替する土地の有無 無です。 

続きまして、議案書の１２９ページとありますが１３０ページをご覧下さ

い。２番の調査書となっております。調査書は各項目とも適正なものと判断さ

れております。 

また、実情調査報告書が１２９ページ及び１３１ページから１３４ページ

にのせてありますのでご覧ください。 

議案書の８ページにお戻りください。 

３番、申請地は迫間地内の畑、面積７４７㎡ほか２筆、計１，９４０㎡です。 

施設の概要は、駐車場用地です。 

申請理由は、市内及び隣接地でサービス業を営んでいるが、来客数の増加に

伴い駐車場が不足のため、申請地を借り受け駐車場として利用したいで、契約

内容は賃借権設定、農地区分は第２種農地、備考としまして、都市計画法適用

外、農地法５－２－２、他に代替する土地の有無 無です。 

続きまして、議案書の１３５ページとありますが１３６ページをご覧下さ

い。３番の調査書となっております。調査書は各項目とも適正なものと判断さ

れております。 

１３５ページ及び１３７ページから１５０ページに実情調査報告書が載せ

てあります。 

議案書の９ページをお開きください。 

続きまして４番、申請地は瑞穂野地内の田、面積１，７５２㎡です。 

施設の概要は、太陽光発電設備用地で太陽光パネル３６０枚を６８０㎡に

設置するものです。 

申請理由は、太陽光発電をするため申請地を譲り受け太陽光発電設備を設

置したいで、契約内容は所有権移転売買、農地区分は第２種農地、備考としま

して、都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例協議済、農地法５－２－

２、他に代替する土地の有無 無です。 

続きまして、議案書の１５２ページをご覧下さい。４番の調査書となってお

ります。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。１５１ページ

及び１５３ページから１５７ページに実情調査報告書が載せてございます。 

議案書の９ページにお戻りください。 

続きまして５番、申請地は、樺崎町地内の田、面積７８３㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル２１６枚を３５８．４㎡

に設置するものです。 

申請理由は、太陽光発電をするため申請地を譲り受け太陽光発電設備を設

置したいで、契約内容は所有権移転売買、農地区分は第２種農地、備考としま
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して、都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例協議済、農地法５－２－

２、他に代替する土地の有無 無です。 

続きまして、議案書の１５８ページをご覧下さい。５番の調査書となってお

ります。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。１５９ページ

に位置図と公図、１６０ページに土地利用計画図が参考までに載せてありま

す。 

議案書の９ページにお戻りください。 

続きまして６番、申請地は寺岡町地内の畑、面積９８２㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル２８０枚を４６７．６０

㎡に設置するものです。 

申請理由は、太陽光発電をするため申請地を譲り受け太陽光発電設備を設

置したいで、契約内容は所有権移転売買、農地区分は第２種農地、備考としま

して、都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例協議済、農地法５－２－

２、他に代替する土地の有無 無です。 

続きまして、議案書の１６１ページをご覧下さい。６番の調査書となってお

ります。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。１６２ページ

に位置図と公図、１６３ページに土地利用計画図が参考までに載せてござい

ますので、ご覧をいただきたいと思います。 

議案書の９ページにお戻りください。 

７番、申請地は寺岡町地内の畑、面積４４０㎡ほか１筆、計５６０㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル１６８枚を２８３．６㎡

に設置するものです。 

申請理由は、太陽光発電をするため申請地を譲り受け太陽光発電設備を設

置したいで、契約内容は所有権移転売買、農地区分は第２種農地、備考としま

して、都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例協議済、農地法５－２－

２、他に代替する土地の有無 無です。 

続きまして、議案書の１６４ページをご覧下さい。７番の調査書となってお

ります。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。１６５ページ

に位置図と公図、１６６ページに土地利用計画図が参考までに載せてありま

す。 

それでは議案書の９ページにお戻りください。 

８番、申請地は寺岡町地内の畑、面積８２２㎡ほか１筆、計８７７㎡です。 

施設の概要は、太陽光発電設備用地で太陽光パネル２８０枚を４６７．６０

㎡に設置するものです。 

申請理由は、太陽光発電をするため申請地を借り受け太陽光発電設備を設

置したいで、契約内容は地上権の設定、農地区分は第２種農地、備考としまし

て、都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例協議済、農地法５－２－２、

他に代替する土地の有無 無です。 

続きまして、議案書の１６７ページをご覧下さい。８番の調査書となってお
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ります。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。１６８ページ

に位置図と公図、１６９ページに土地利用計画図が参考までに載せてありま

す。 

議案書の１０ページをお開きください。 

続きまして９番、申請地は小俣町地内の田、面積７６８㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で太陽光パネル３１５枚を３８６㎡に設

置するものです。 

申請理由は、太陽光発電をするため申請地を譲り受け、太陽光発電設備を設

置したいで、契約内容は所有権移転売買、農地区分は第２種農地、備考としま

して、都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例協議済、農地法５－２－

２、他に代替する土地の有無 無です。 

続きまして、議案書の１７０ページをご覧下さい。９番の調査書となってお

ります。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。１７１ページ

に位置図と公図、１７２ページに土地利用計画図が参考までに載せてありま

す。 

議案書の１０ページにお戻り下さい。 

続きまして１０番、申請地は高松町地内の畑、面積１０９㎡です。 

施設の概要は既存住宅の敷地拡張で物置１棟、延べ床面積２６．４９㎡を建

設するものです。 

申請理由は、既存住宅での住宅の建て替えに伴い、申請地を借り受け物置を

建築したいで、契約内容は使用貸借権の設定、農地区分は第１種農地、備考と

しまして、都市計画法３４－１４、長期居住者のための住宅、農地法施行令 

１０－２、農業の振興に資する施設 住宅です。 

ちなみに貸渡人と借受人は親子で、隣接する転用済地２３１㎡と一体利用

いたします。 

続きまして議案書の１７３ページをご覧下さい。１０番の調査書となって

おります。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。１７４ペー

ジに位置図と公図が載せてございます。 

議案書の１０ページにお戻り下さい。 

続きまして１１番、申請地は高松町地内の田、現況 畑、面積３３０㎡です。 

施設の概要は一般住宅１棟で、延べ床面積１３９．１１㎡を建築するもので

す。 

申請理由は、現在市外の借家に住んでいるが手狭なため、申請地を借り受け

住宅を建築したいで、契約内容は使用貸借権の設定、農地区分は第２種農地、

備考としまして、都市計画法３４－１１、基準を満たす道路に接する住宅、農

地法施行令１０－２、農業の振興に資する施設 住宅です。 

ちなみに貸渡人と借受人は義父と子の夫です。 

続きまして、議案書の１７５ページをご覧下さい。１１番の調査書となって

おります。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。１７６ペー
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次長 

ジに位置図と公図が載せてございます。 

議案書の１０ページにお戻り下さい。 

続きまして１２番、申請地は瑞穂野町地内の畑、面積６８３㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル２２２枚を３９８．５２

㎡に設置するものです。 

申請理由は、太陽光発電をするため申請地を譲り受け太陽光発電設備を設

置したいで、契約内容は所有権移転売買、農地区分は第２種農地、備考としま

して、都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例協議済、農地法５－２－

２、他に代替する土地の有無 無です。 

続きまして、議案書の１７７ページをご覧下さい。１２番の調査書となって

おります。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。１７８ペー

ジに位置図と公図、１７９ページに土地利用計画図が参考までに載せてござ

います。 

議案書の１０ページにお戻りください。 

続きまして１３番、申請地は福富町地内の畑、面積９６８㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で太陽光パネル３２４枚を５２７．０８

㎡に設置するものです。 

申請理由は、太陽光発電をするため申請地を譲り受け太陽光発電設備を設

置したいで、契約内容は所有権移転売買、農地区分は第２種農地、備考としま

して、都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例協議済、農地法５－２－

２、他に代替する土地の有無 無でございます。 

続きまして、議案書の１８０ページをご覧下さい。１３番の調査書となって

おります。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。１８１ペー

ジに位置図と公図、１８２ページに土地利用計画図が参考までに載せてござ

います。 

議案書の１１ページをお開きください。 

続きまして１４番、申請地は福富町地内の田、面積９６８㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で太陽光パネル２２３枚を４３２．６２

㎡に設置するものです。 

申請理由は、太陽光発電をするため申請地を譲り受け太陽光発電設備を設

置したいで、契約内容は所有権移転売買、農地区分は第２種農地、備考としま

して、都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例協議済、農地法５－２－

２、他に代替する土地の有無 無です。 

続きまして、議案書の１８３ページをご覧下さい。１４番の調査書となって

おります。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。１８４ペー

ジに位置図と公図、１８５ページに土地利用計画図が参考までに載せてござ

います。 

以上よろしく、ご審議をお願いいたします。 

議長よろしいでしょうか。 
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議長 

次長 

 

 

 

議長 

 

 

１２番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい。 

資料の修正を一点お願いいたします。 

１０番 高松町の物置の設置１棟の申請者の氏名ですが、１７４ページの

公図中に記載されている漢字が違っております。議案に記載されているもの

が正しいということですので、修正をお願いいたします。 

本件は先に１番を上程いたします。 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

１２番 桐生委員。 

１２番 桐生です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

資料の１２３ページをご覧下さい。 

今回は、５条許可申請に伴い、申請地の調査と別添資料の調査書に基づきま

して、審査基準の確認を行いました。 

調査年月日は平成３０年８月１７日、金曜日、午前８時３０分から、調査班

は星野委員を班長といたしまして、清水委員、本島委員、三田会長と私の５名

で調査を行いました。 

調査対象、契約内容、申請理由については、事務局から説明がありましたの

で省略いたします。 

５条許可申請の実情につきましては、申請地の現地調査と、申請代理人の出

席のもと、聞き取り調査を行いました。 

本件は、申請人が太陽光発電設備用地として利用したいというものです。 

転用面積については、発電出力６３．８４キロワットの発電設備を設置しよ

うと計画し、申請地に発電パネル枚数２２４枚が設置できる、１，４３１㎡の

面積が必要とのことでした。 

土地の選定理由としましては、今回の申請地以外にも、近くに高い建物が少

なく日照を十分に得る事ができ、市道に接している事などの条件の土地を数

ヶ所検討しましたが本申請地が適していたとの事でした。 

太陽光発電パネルは整地のみで設置します。転用に係る事業資金はすべて

自己資金で賄い、雨水は敷地内自然浸透とし、除草対策としてはメンテナンス

業者に依頼し年２回の計画でしたが、再度代理人を通じ年３回程度の草刈り

をお願いしましたので、周辺農地への影響はないものと思われます。 

周囲は安全対策としてフェンスを設置しますが、農耕機の往来等の支障と

ならないように境界より０．５ｍ内側に設ける事も確認いたしました。 

なお、メンテナンス車両の駐車は原則的に申請地敷地内にする事とし、進入

に際しては隣接の転用済地の一部を利用するとの事でした。 

申請地東側は畑と宅地、西側は畑と現在畑の地目ですが、太陽光発電設備用

地に転用済みであり、南側は畑と公道、北側は畑となります。 

結論として、申請地は、寺岡町南部の第２種農地であり、申請人の実情から、

転用の必要性と確実性が認められ、別紙調査書の許可基準を満たしているこ
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とから、調査班としては、許可相当と判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第２号 １番はそのように決定いたしました。 

続いて、２番を上程いたします。 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

１５番 本島委員。 

１５番 本島です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

資料の１２９ページをご覧下さい。 

今回は、５条許可申請に伴い、申請地の調査と、別添資料の調査書に基づき

まして、審査基準の確認を行いました。 

調査年月日、調査班は、１番の案件と同様であります。 

調査対象、契約内容、申請理由については、事務局から説明がありましたの

で省略いたします。 

５条許可申請の実情につきましては、申請地の現地調査と、申請代理人の出

席のもと、聞き取り調査を行いました。 

本件は、申請人が太陽光発電設備用地として利用したいというものです。 

転用面積については、発電出力８２．０８キロワットの発電設備を設置しよ

うと計画し、申請地に発電パネル枚数２８８枚が設置できる、１，４８７㎡の

面積が必要とのことでした。 

土地の選定理由としましては、今回の申請地以外にも、近くに高い建物がな

く日照を十分に得る事ができ、市道に接している事などの条件の土地を数ヶ

所検討したが本申請地が適していたとの事でした。 

太陽光発電パネルは整地のみで設置します。転用に係る事業資金はすべて

自己資金で賄い、雨水は敷地内自然浸透とし除草対策として、メンテナンス業

者に依頼し年２回の計画でしたが、再度代理人を通じ年３回程度の草刈りを

お願いし、周辺農地への影響はないものと思われます。 

周囲は安全対策としてフェンスを設置しますが、農耕機の往来等の支障と

ならないように境界より０．５ｍ内側に設ける事も確認いたしました。 

なお、メンテナンス車両の駐車は原則的に申請地敷地内にする事とし、進入

に際しては隣接の転用済地の一部を利用するとの事でした。 

申請地東側は現在畑の地目ですが、太陽光発電設備用地に転用済みであり、

西側は畑、南側と北側は畑と太陽光発電設備用地に転用済地であります。 

結論として、申請地は、寺岡町南部の第２種農地であり、申請人の実情から、

転用の必要性と確実性が認められ、別紙調査書の許可基準を満たしているこ
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とから、調査班としては、許可相当と判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、２番はそのように決定いたしました。 

続いて、３番を上程いたします。 

本件も調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

１３番 清水委員。 

１３番 清水です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

資料の１３５ページをご覧下さい。 

今回は、５条許可申請に伴い、申請地の調査と、別添資料の調査書にもとづ

きまして、審査基準の確認を行いました。 

調査年月日、調査班は、１番の案件と同様であります。 

調査対象、契約内容、申請理由については、事務局から説明がありましたの

で省略いたします。 

５条許可申請の実情につきましては、申請地の現地調査と、申請人および申

請代理人の出席のもと、聞き取り調査を行いました。 

本件は、申請者が駐車場として、利用したいと言うものです。 

転用面積については、客足の増加に伴い既存の所有及び借用の駐車場では

手狭となったため、新たに常設可能な駐車場が必要とのことで、合計３筆、 

１，９４０㎡の面積が必要とのことでありました。 

土地の選定理由としましては、迫間町のフラワーパークの近隣で、施設から

の距離も出来るだけ近く、駐車台数も多く取れるまとまった広さのある条件

の土地を探していたところ、条件を満たしている適地が申請地とのことでし

た。 

申請地東側は公道、西側は認定外道路、南側は畑、北側は畑と宅地になりま

す。 

雨水対策は敷地内自然浸透とし、特に農地への影響として車両からのオイ

ル漏れや空き缶やごみのポイ捨てなどへの対策については、臨時職員を含め

た常勤職員のうち約１００名が朝夕及び常時施設内を巡回し適切な対応を取

る事も確認いたしましたので、周辺農地等への影響はないものと思われます。 

事業費は、すべて自己資金で賄われることも確認いたしました。 

なお、今回転用地の周辺には住宅もあることから、騒音や排気ガス対策など

にも注意するように指導いたしました。 

結論として、申請地は、迫間町中央部の第２種農地であり、申請人の実情か

ら、転用の必要性と確実性が認められ、別紙調査書の許可基準を満たしている
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議長 

 

ことから、調査班としては、許可相当と判断いたしました。 

これで、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、３番はそのように決定いたしました。 

続いて、４番を上程いたします。 

本件も調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

８番 星野委員。 

８番 星野です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

資料の１５２ページをご覧下さい。 

今回は、５条許可申請に伴い、申請地の調査と別添資料の調査書に基づきま

して、審査基準の確認を行いました。 

調査年月日、調査班は、１番の案件と同様であります。 

調査対象、契約内容、申請理由につきましては、事務局から説明がありまし

たので省略いたします。 

５条許可申請の実情につきましては、申請地の現地調査と、申請代理人の出

席のもと、聞き取り調査を行いました。 

本件は、申請人が太陽光発電設備用地として利用したいと言うものです。 

転用面積については、発電出力９９．００キロワットの発電設備を設置しよ

うと計画し、申請地に発電パネル枚数３６０枚が設置できる、１，７５２㎡の

面積が必要とのことでした。 

土地の選定理由としましては、十分な日当たりが確保でき、計画しているパ

ネル設置面積が取れて、近くに高い建物が少ないなどの条件の土地を数ヶ所

検討したが本申請地が適していたとの事でした。 

太陽光発電パネルは整地のみで設置します。転用に係る事業資金は融資と

自己資金で賄い、雨水は敷地内自然浸透とし除草対策としては管理契約を行

い年３回程度の除草をする事の確認が得られましたので、周辺農地への影響

はないものと思われます。 

周囲は安全対策としてフェンスを設置します。 

申請地東側は田、西側は法定外道路、南側は水路、北側は公道となります。 

結論として、申請地は瑞穂野町南西部の第２種農地であり、申請人の実情か

ら、転用の必要性と確実性が認められ、別紙調査書の許可基準を満たしている

ことから、調査班としては、許可相当と判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 
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それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、４番はそのように決定いたしました。 

続いて、５番から１４番を上程いたします。 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、５番から１４番はそのように決定いたしました。 

続いて議案第３号 農用地利用集積計画の決定についてを議題といたしま

す。 

事務局の説明を求めます。 

説明に入る前に、資料の訂正がございます。２９ページをお開きください。

説明は農政課職員がいたしますが、総括表の面積につきまして訂正です。 

２６２，２３７．６１となります。訂正の理由ですが、３８ページの申請番号

２５番の二つ目の筆が分筆されておりまして、枝番１がついて、面積のほうが

２，９３８となります。 

これに伴いまして、５８ページの４号議案の総括表の面積が訂正となりま

す。２７５，９２１．６１となります。６２ページの５番の最下段の筆に枝番

１が付きまして、面積が２，９８３となります。申し訳ございません。 

それでは、３号議案の説明をいたします。議案書の１２ページをお開き下さ

い。 

農用地利用集積計画の決定について、ご説明いたします。平成３０年８月 

３１日公告分であります。 

議案書の１３ページをご覧下さい。今回の議案の総括表であります。貸借権

設定が、４４件で面積７０，２２３㎡です。 

続きまして所有権移転は５件で１０，２０５㎡です。 

はじめに貸借権設定についてですが、詳細が１４ページから２５ページに

記載されておりますのでご覧ください。 

２６ページをお開きください。 

続きまして、所有権移転ですが、１番、売買を行う土地は、稲岡町地内の田、

面積は４，２２８㎡です。このうち１４９．４４㎡については、農業用倉庫が

建っているため、一部現況その他となっております。売買価格は総額で３００

万円です。 

続きまして２番、売買を行う土地は百頭町地内の田、面積は２２４㎡です。

売買価格は総額で１１万２千円です。 

続きまして３番、売買を行う土地は百頭地内の田で、面積は１，１５４㎡で

す。売買価格は総額で５７万７千円です。続きまして４番、売買を行う土地は

県町地内の田で、面積は３，１４２㎡です。売買価格は総額１５７万１千円で
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す。 

続きまして５番、売買を行う土地は、野田町地内の田で、６５７㎡ほか１筆

計１，４５７㎡です。売買価格は総額７０万円です。 

審議の後、承認をいただきましたら、いずれも８月３１日付で公告の手続き

を行います。  

以上よろしくご審議をお願いいたします。 

本件は先に、貸借権設定の１番から６番を上程いたします。 

ここで、農業委員会等に関する法律、議事参与制限により１３番 清水委

員、１５番 本島委員の退席を求めます。 

【午前１０時２５分 退席】 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第３号 貸借権設定の１番から６番はそのように決

定いたしました。 

ここで、関連事案の審議が終了しましたので、清水委員、本島委員の出席を

求めます。 

【午前１０時２６分 出席】 

続いて、貸借権設定の７番から４４番を上程いたします。 

本件について意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第３号 貸借権設定の７番から４４番はそのように

決定いたしました。 

続いて、所有権移転の１番を上程いたします。 

ここで、農業委員会等に関する法律、議事参与制限により１４番 赤坂委員

の退席を求めます。 

【午前１０時２７分 退席】 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、所有権移転の１番はそのように決定いたしました。 

ここで、関連事案の審議が終了しましたので、赤坂委員の出席を求めます。 

【午前１０時２８分 出席】 

続いて所有権移転の２番から５番を上程いたします。 

本件について、意見を求めます。 
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【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、所有権移転の２番から５番はそのように決定いたしまし

た。 

ここで次の議案説明の為、農政課職員の出席を求めますので、暫時休憩とし

ます。 

【午前１０時２９分 休憩】 

それでは休憩前に引き続き、議事を再開いたします。 

【午前１０時３０分 再開】 

それでは、議案第３号 農用地利用集積計画（中間管理事業分）の決定につ

いてを議題といたします。 

市当局の説明を求めます。 

農政課農業振興担当の小堀と申します。よろしくお願いいたします。 

それでは、議案書の２８、２９ページをお開きください。 

議案第３号 農地中間管理事業に係る農用地利用集積計画の決定について

ご説明申し上げます。 

議案書２９ページをご覧ください。本議案の総括表となります。 

賃借権の設定が８８件、２６２，２３７．６１㎡で、筑波地区および久野地

区における農地集積及び集約の関連となります。 

詳細は３０ページから５６ページに記載をしております。 

このうち、申請番号１から８５までの８５件、２４０，３７８．６１㎡は小

曽根町地域集積事業関連のものとなります。 

なお、小曽根町地域集積事業につきましては、八坂工業団地、東武伊勢崎線、

市道小曽根１号線に囲まれた範囲を中心に、おおむね三角形の地域において

農地中間管理機構を活用して地域ぐるみで農地の集積、集約を行うものです。 

小曽根町、羽刈町、高松町の一部、面積９０．８ｈａにおいて、出し手８４名

の農地、２７．８ｈａを担い手２３名に集積・集約いたします。 

機構集積率は、３０．６％を見込んでおります。 

審議の後、ご承認をいただきましたならば、本日２７日付で広告の手続きを

行います。 

以上となります。よろしくお願いいたします。 

中間管理事業分の集積計画、１番から３番を上程いたします。 

ここで、農業委員会等に関する法律、議事参与制限により４番 藤生委員、

９番 長谷川委員、１５番 本島委員の退席を求めます。 

【午前１０時３３分 退席】 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 
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【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、中間管理事業分の集積計画、１番から３番はそのように決

定いたしました。 

ここで、関連事案の審議が終了しましたので、藤生委員、長谷川委員、本島

委員の出席を求めます。 

【午前１０時３４分 出席】 

続いて、４番から８８番を上程いたします。 

本件について、意見を求めます。 

長谷川委員。 

９番 長谷川です。 

全体について伺いたいのですが、先ほど集積率３０．６％ということでした

けれど、この地域内における、今回を含まないでの集積率、または面的集積率

みたいなものを計算上出していると思いますが、出ているようであれば参考

に教えていただきたい。 

先ほどの３０．６％、この面積につきましては、既存の面積を含めた全体集

積の面積になっております。 

よろしいですか。 

はい。 

ほかにございますか。それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議

ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、４番から８８番はそのように決定いたしました。 

ここで、関連事案がございますので、長谷川職務代理と議長を交代いたしま

す。 

【午前１０時３６分 議長交代】 

議長を交代いたします。 

続いて、議案第４号 農用地利用配分計画（案）に係る市長からの協議につ

いてを議題といたします。 

市当局の説明を求めます。 

それでは、続きまして議案第４号 農地中間管理事業関連、農用地利用配分

計画（案）についての協議について、ご説明いたします。 

議案書５８ページをご覧ください。本議案の総括表となります。 

農地中間管理事業における農地利用配分計画案が３８件、面積にして  

２７５，９２１．６１㎡になります。 

先ほどご審議いただいた、筑波地区および久野地区における農地集積・集約

に係るものとなります。 

詳細につきましては、５９ページから７７ページに記載してございます。 

このうち、申請番号１から３５番、２５４，０６２．６１㎡につきましては

は、小曽根町地域集積事業関連のものとなります。 
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なお、先程の集積計画と配分計画の筆数、面積が合致しないのは、集積計画

につきましては農地中間管理権の新規設定のみであり、こちらの配分計画に

つきましては中間管理権設定済農地の耕作者の変更９筆、１３，６８４㎡の交

換となっております。 

ご審議をいただいた後、その意見を付して、本計画案を栃木県農業振興公社

へ提出することとなります。 

以上、よろしくお願いいたします。 

本件は先に１番を上程いたします。 

ここで、農業委員会等に関する法律、議事参与制限により、３番 三田隆俊

委員の退席を求めます。 

【午前１０時３９分 退席】 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

特にないようですので、本件は計画のとおり承認することにご異議ござい

ませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第４号 １番はそのように承認いたしました。 

ここで、関連事案の審議が終了しましたので、三田委員の出席を求めます。 

また、三田会長と議長を交代いたします。 

【午前１０時４０分 出席・議長交代】 

議長を交代いたしました。 

続いて、２番から４番を上程いたします。 

ここで、農業委員会等に関する法律、議事参与制限により、９番 長谷川委

員、１５番 本島委員の退席を求めます。 

【午前１０時４１分 退席】 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり承認することに、ご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、２番から４番はそのように承認いたしました。 

ここで、関連議案の審議が終了しましたので、長谷川委員、本島委員の出席

を求めます。 

【午前１０時４２分 出席】 

続いて、５番から３８番を上程いたします。 

本件について、意見を求めます。 

長谷川委員。 

９番 長谷川です。 

今回の小曽根地区での集積事業、様々な苦労があったわけですけれど、本件

に献身的に携わった本島委員からの感想なりを伺えればと思うのですがいか
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がでしょうか。 

本島委員どうでしょうか。 

１５番 本島です。 

ここは、地域は小曽根町ですが、実際には群馬県の耕作者が多くて、理解を

求めるについては、行政側の皆さんも一所懸命やっていただきましたので、ど

うにか形になったのは奇跡かなと思っております。行政側にもお世話になり

まして、とりあえず進行形が続いておりますので、プラスアルファの部分が出

てくると思いますけど、これからもよろしくお願いいたします。以上です。 

ありがとうございました。 

長谷川委員。 

本島委員、ご苦労様でした。 

併せて、今回の農業委員会法の改正での推進委員の役割、今回非常に重要な

役割を果たしたように思いました。是非、事務局等の会議の中でも推進委員の

制度が中間管理機構の事業を行うにあたって、非常に有効であるということ

を様々な部署でお伝え願えればありがたいかなと思います。推進委員が毎日

のように群馬県の自宅を訪ねて、今回の形になったという経過があります。 

農業委員の皆さんにもご承知おきいただければと思います。 

以上です。 

ほかにございますか。それでは、本件は計画のとおり承認することに、ご異

議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、５番から３８番はそのように承認いたしました。 

続いて、議案第５号 足利農業振興地域整備計画の変更（案）に係る市長か

らの協議についてを議題といたします。 

市当局の説明を求めます。 

農政課農政担当 齋藤です。よろしくお願いいたします。着座にて説明させ

ていただきます。失礼いたします。 

議案書７８ページ、議案第５号 足利農業振興地域整備計画の変更（案）に

ついて、ご説明いたします。 

農業振興地域の整備に関する法律に基づいた足利農業振興地域整備計画に

おいては、農業上の利用を確保すべき土地として農用地区域（農振青地）を設

定しています。 

今回は、野田町にあります南部クリーンセンターの建替えによる新焼却施

設の建設に係る農用地区域からの除外ということになります。このたび農振

法施行規則第３条の２第１項の規定に基づき、農業委員会に意見を伺うもの

です。 

それでは、議案についてご説明いたします。 

８０ページをご覧ください。 

除外の目的は、南部クリーンセンターの建替えによる新焼却施設等の建設、
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申出地は、既存クリーンセンターの東側の田、野田町６０７番１ほか１６筆、

計１６，５１８㎡です。 

申出の理由は、稼働開始から３４年を経過する南部クリーンセンターの経

年劣化が著しく、市内から発生するごみを安定的に処理できるよう施設を建

替えるものです。 

土地については、８２ページの区域図ご覧ください。太線でくくりましたと

ころまで、既存敷地を含んだ形で国道５０号までを計画しています。東へ拡張

という形になります。 

土地の選定については、焼却、リサイクル、貯留の機能を集約化し、廃棄物

運搬による周辺環境への影響を抑えるという視点で再整備を考えた結果、既

存敷地と一体的に活用できる土地を選ばざるを得ず、周辺農用地から分断さ

れる申出地を計画地としました。 

８３ページの農振図をご覧ください。申出地は、北側は渡良瀬川に、東側は

国道５０号に接する農振農用地の端に該当し、農地の集積・集約等、農業上の

利用に支障を及ぼす恐れはないと考えます。 

また農振白地も含むため、既存施設の西側や南側に敷地を拡張するよりも、

除外面積を最小限に抑えることができます。 

８５ページの土地利用計画図をご覧ください。焼却施設、リサイクル施設、

ストックヤードは、実績処理量を環境省で定めた算定式にあてはめて算出し

た施設規模であり、適正な面積と言えます。 

駐車場についても、近隣市町の事例から見て妥当と判断される規模となっ

ており、申出面積はやむを得ないと考えます。 

日照については、北側が河川であり、南側の農地への影響はないと考えま

す。 

申出施設は、上水道より取水するため、灌漑に関して周辺へ影響を及ぼす恐

れはなく、冷却水は循環システムを導入するため、温浴施設や管理棟から発生

する生活雑排水を除き、施設本体からの排水は発生する予定はありません。 

敷地内の雨水は、調整池を経由して降雨量に応じて排水量を調節し、敷地南

側の農業用排水路へ排水します。三栗谷用水土地改良区からは、必要な措置を

講ずることを条件に、開発同意を得ています。 

申出地では、２名の認定農業者と１名の認定新規就農者が営農しておりま

すが、認定農業者２名は他の土地で営むハウス栽培が主体であり、当該事業に

より経営面積が減少しても農業経営改善計画の達成に支障はないものと考え

ます。また、認定新規就農者は、申出地内においてハウス栽培に取り組んでい

ますが、今年９月から、国庫補助事業で他の土地に整備したハウスを活用し、

営農を継続することとなっています。 

申出地は、昭和３３年から３７年にかけて実施された土地改良事業の受益

地ですが、事業完了後８年以上経過しているということとなります。 

以上のことから、除外はやむを得ないと考えます。 
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８６ページから、農振除外５要件の適否を整理しておりますので、ご参照く

ださい。 

なお、今回の案件は申出面積が１ｈａを超えるため、栃木県農政部との協議

も行うこととなります。また、除外が完了し順調に進めば、来年度以降、用地

買収に入り、都市計画決定等の必要な手続きを経て、新焼却施設の稼働は平成

３７年度を予定しています。 

以上、よろしくご審議お願いいたします。 

本件について、意見を求めます。 

星野委員。 

８番 星野です。 

確認しておきたいのですが、今回農地除外ということなのですが、まだ何も

決まっていない状態で、除外をしてしまうということは時期が早いような気

がするので、その理由を聞きたいのが一つと、この話が破棄になった場合に

は、農地の除外を戻すのか聞かせてください。 

では、まずスケジュールですが、来年度からのスケジューリングを立ててい

る中で用地買収に伴う不動産の鑑定などにも入っていきます。来年度中に売

買契約まで済ませて、農地転用が可能な状態にしておく必要があります。今年

度中にそこまでもっていかないと売買契約が来年度できないということで、

最初の手続きが農用地からの除外ということになります。 

契約をして、平成３２年度に都市計画決定ということで計画をしておりま

す。その都市計画決定がずれ込むとなると５年後となってしまいますので、ど

うしてもこのタイミングということになってしまいます。 

もうひとつ、仮に除外をしてその後の計画がうまくいかずにということで

すが、その場合は関係部署との調整を行った上で青地に戻す手続きを踏むこ

とになります。 

よろしいですか。 

はい。 

ほかにご質問等ございますか。それでは、本件は計画のとおり承認すること

にご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第５号はそのように承認いたしました。 

ここで農政課職員の退席となります。 

【午前１０時５５分 退席】 

以上で本日の議案審議全部を終了いたしました。 

続いて、報告事項 農地法第５条の規定による許可の取消願及び農地法施

行規則第２９条第１項該当証明の処理経過について、事務局の報告を求めま

す。 

それでは８８ページをお開きください。 

報告事項 農地法第５条の規定による許可処分の取消願についてご報告さ
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せていただきます。 

土地の所在は、寺岡町地内の畑、面積８２２㎡ほか１筆、計８７７㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で契約内容は所有権移転売買でございまし

た。許可の日付は平成３０年７月２６日で、取消の理由は契約内容変更の為で

ございます。取消の日付は平成３０年８月１５日でございます。 

なお、５条許可申請の８番と関連する案件でございます。 

続きまして報告事項 農地法施行規則第２９条第１号該当証明願の処理経

過についてご報告いたします。 

土地の所在は稲岡町地内の田、面積１，９１０㎡のうち１６．５６㎡でござ

います。施設の概要は農業用施設（イチゴ出荷棟）でございます。農地区分は

農振農用地でございます。 

受付年月日は平成３０年８月３日、処理の日付は同じく８月８日でござい

ます。 

なお、土地所有者につきましては記載のとおりですが、申請人の方が農地中

間管理機構を介して貸借中ということでございます。小作自作の別は、小作の

表記とさせていただいております。 

報告事項については以上でございます。 

ただ今事務局より報告のあった本件について、ご意見はございませんか。 

【意見なし】 

それではご了承願います。 

なお、議案末尾に農地法第１８条第６項の規定による通知について載せて

おきましたので、ご承知おきください。 

慎重なるご審議をいただき、ありがとうございました。 

以上で、第１５回足利市農業委員会を閉会いたします。 

【午前１１時００分 閉会】 
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